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抄録：[目的] 電子カルテのデータを分析することにより、医療指示履歴から従来の典型クリニカルパスの妥当

性の判断を示すことは有用であり、また新たな医療指示履歴の変形パターン「クリニカルパスバリアント」の検出は

医療指示改善への支援となることが見込まれている。本研究では、宮崎大学医学部附属病院の電子カルテに記

載されたクリニカルパスから、バリアントの抽出を行なった。[方法]整形外科椎弓切除医療指示履歴のデータから

シーケンシャルパターンマイニングによって得られた典型シーケンスに対して共通部分検出を行うことにより医療

指示の変形パターンであるバリアントを抽出した。[結果]得られた頻出シーケンシャルパターンのうち、処置日毎の

医療指示数が同じもの同士の共通部分検出を行った結果として、患者一人に対する医療指示のべ対象患者数 

21、クリニカルパスバリアント 151 個を抽出することが出来た。[結論]得られたクリニカルパスバリアントを可視化

することでバリアント同士の対応関係が把握出来るようになったことが確認できた。 

キーワード 電子カルテ、クリニカルパスバリアント、シーケンシャルパターンマイニング、椎弓切除。 
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3. 結 果  
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4. 結 論  
本研究の結果、整形外科椎弓切除に関する

典型シーケンシャルパターン同士の対応関係

が把握出来ることを確認し、実験によって得

られたデータの可視化を行った。	 	
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